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i980年10月に栃木県下のi養殖場で，当才のニジマス（J払／77プ〃g〟g′・d7～どr∠）が「やせ」と体色黒  

化を呈し鰹死するようになった。ニジャスの飼育には湧水を利用し，フィードオイルや総合ビタミ  

ソ剤な添加しない状態で，ニジマス尉配合飼料のみを投与したものである。その飼料ほ，1日分の  

＊栃木熱水座談駿磯（1、oc‡1igiPrefecturalFislleries ExI）e】・inlentalStatioll）   

本研究の山部は文部省科学朝焼蘭瀾瀦機ポ㍑り行った。   
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投与蕊をバケツに入れて池のそばの小巌の中に俊き，適時投与した。このような条件で断層されて  

いたニジマスが，iO月頃から前記の異常を屋し始め，i981年1月にほ椴高の鞄灘率に達した。1月  

にとりあげた病魚な病理蘭織学的に横倒した結果，心筋線維，消化管の平滑筋線維およびlノづ三…蔵諸碧落  

官に瀕しくセロイドが沈着し，また′馴落第凝ま織にミオパチーがそれぞれみられた。以下その評細に  

ついて雑費する。  

材料および方法   

供訳柄魚は，代劇牒＝月7F三1に採取された平均体麓64gのニジマス6履で剖検後iO％ホルマリン  

水で固定し，常法に従って′ミラフィン切片な作製した。染色は，へマトキシリン・エオジン染色，  

PAS反応，塩基性フクシソ染色，チ岬ル・ニルセソ染色，ズダソⅠⅠⅠ染色，ズダン書誌B染色，シュモ  

ール反応，アルデヒド・フクシソ染色，アザソ染色，PTAH染色，ベルリソ背反応を剛杓に応じ  

て施した。  

結  果  

病魚の発生状況   

ニジマスの飼育には，収納開始時点からニジマス用配合飼料（C社製）のみが，フィードオイル  

や総合ビタミソ剤を添加することなく用いられた。その飼料は，馴；！〕の保管小屋に保蔵し，奄汗11  

1≡l分の投与盈をバケツに入れた後，磁射E】光が当らないように他のそばの小屋の中に置き，適時ニ  

ジマスに投与した。このようにして飼育されたニジマスが，1980年10月頃から体のやせや，体色黒  

化を嘉して籠死するようになり，特に選別や移送に際して鍍死魚数が増大した。翌Ⅰ981年1月には  

放薬用数1万履当り，約iOO魔の艶死が続くようになった。この時点で病魚の山部からウィルス検  

査を訊満点ところ，ごく弱いタイターながらIPNウィルスが焼損された。同時に，飼料せC社以外  

のものに換えた結果，同年3月にほ，1養殖池当り1日の撃姦死負数がう～6尾に減少し，輸送時の  

賂死魚もなくなった。  

肉 眼的所見   

病気のニジマスほ，「やせ柚呈と体色の崇化が麒著で，剖検すると組が髄色しており，肝臓は蛮土  

色に変色していた。しかし腹水や眼球突灘などの異常は認められなかりた。  

病輝組織学的所見  

l．骨格筋粗相：いずれの症状にも共通して体側筋組織と綿動新組織の骸線紬よ山様に軽度の萎  

縮を呈し，その中に中心核を墨する線維や敷い萎縮と賂死町陥ヶた線都がび慢的に散優していた  

（Plateト1．2．う）。この解線維の退行′肘丙変は両側他に現われる傾向があり，また，その程度に個  

体差がみもれた。なお，脊髄，脊髄神経節＼骸凝凝潮の神経線維には特記すべき異常はみられなか  

った。  

2．内臓諸尊官：それぞれの痘潮とも内臓渚絡官の変化ほ脂原性色素の沈蘭せ嘉徴としており，  

各碑官の増徴は次のようであった。   

肝臓では肝細胞内のセロイド沈潜が膵呈薯であった。そのセロイドは一般に小級状で細胞内にび慢  

的に沈兼するが，沈潜が激しい㈲‖抱では鰍級内にセロイドが充満して細胞ほ膨化し，その境界も不  

明瞭になり，核の偏在や核浪紆な伴っていた。セロイド沈着の瀕しい細胞は中心静脈，‡竹脈および   
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細胆管の周辺などに聯儲であった（Platel皿月r．う）。   

脾臓でほ抑撒内にセロイド，脂執奇，メラニン，血鉄案なそれぞれ沈着した細網細胞が多数現わ  

れていた（Plate11州1）。脾臓で闇上記の色索のうち仁血鉄案とセロイドの沈蘭が優勢であった。  

】馴観では，造血組織にメラニンとセロイドの沈潜したマクPファージが多数出現していた（Plate  

蔓トー2）。腎実質の糸球体にほ職磁すべきダを滞ほなかったが，尿細管上皮の山一部には硝子病変性や  

雌粒状の脂離日の沈潜がみらjlた。   

脾撒でほ，小薬周囲にセーコイドや脂真一おの沈潜したマクロファージが少数みられた。   

紙では触薄板毛純血管内や触弁岬ヒ皮内にセロイドや脾蛮自の沈潜した－マクロファージの浸潤が顕  

著であった（PlateⅥ血う）。二，三の症例の紙にほ細菌性奴病の特徴である及種菌の後妻凱鮭漸敦  

【ヒ皮の肥厚，敗報仮の癒着および局所性の拙弁の棍粋化も併せでみらjlた。   

その他順蛋白の沈着したマクPファージは表皮，基皮，眼球にもみ有れた。以上，肝実質射椚抱や  

客船官のマクロファージ内に沈潜したセロイドほ，PAS反ガ㌫，ズダン … 染色，ズダソブヨ去B染色，  

アルデヒド・フグシソ染色，塩基性フクシソ染色に陽性，サール・ニルセソ染色で抗酸性，シュモ  

岬ル反応濫は弱陽性をそれぞれ示した。膵儲猿lはセロイドの染色性に対して，脂肪染色性と抗酸性  

で若干劣り，シ。．モール反応ミほ陰性であった。   

心臓では心筋線維内に憬粒状から小球状の腰儲憾が出現していた（Plate‡卜酬4・）。これらの色霧  

は餅原線維持鋤こび慢的に沈着し，心筋線館内で沈潜の抑潜な励野は，餅原線維の消失を伴う空胞変  

性を皇するに至っていた。   

消化管では凱 小腸，幽門垂のそれぞれの解層平滑燐級維内に脂黄白の沈蘭がみられた（Plate  

Il】血う）。このような平滑筋内の服儲港愕嘲減裾摘門垂と小腸をこ顕著であるが，悶でほ軽度であっ  

た。しかしそれぞれの絨毛，矧戯下織には特記すべき輿常ほなかった。   

以上，心臓心筋線経と消化管の平滑筋線維榊こ沈着した糖蛋白はパラフィン切片ではji馴方染色他  

に劣り，長時間染色で弱鍔猿性にしかならないが，アルデヒド・フクシソ染色で陽性を示し，その他  

当該脂琵憶ほ塩基性性フクシソ染色とシ。，．モール反応に陰性，チール・ニ′レヒン染色とPAS反応  

に陰性または弓惑終陰性であった。  

考  察  

筆者らは，ブリ（鰍‡1二一ら，1980），トラフグ（妊東ら，膵門），およびコイ（宮崎ら，1981）につ  

いて，それぞれ町好漁姓ミオパチー症候群に共通する特徴として骨格筋組織のミオパチーと内臓諸  

器官などでのセPイド沈着なあげた。今l掛検索したニジャスの柄放でほ，骨格筋組織の退行性病変  

の程度が軽度ではあるものの，ミかぺチ仰の特徴（CAlそL，ピよ〟gリ197う；浜崎，1977）を示してお  

り，セロイド沈潜も併せてみられた。この事架からニジマスの病魚に発現した異常が，粟養性ミオー  

パサー症候群の範ちゅうに入ることほ疑いない。ただし，ニジマスは内臓諸器官のマクロファージ  

内ほ讃■うにおよばず，肝野路紬胞 心筋線終，消化管平滑筋線礫をこも脂廃位色塞の沈潜が顕著であ  

ることが極めて盈賓な特徴と言える。   

以上のようなニジャスのセロイド痘は，綿実粕を含む瀾料を投与した場合（1VooI），だよ（‡g．，Ⅰ9う6）  

や人工的に変放させたニシン魚肉を基凍とした配合飼料を投与した場合（SM汀H，Ⅰ979）にもそれ  

ぞjt観察さjlている。ヨミたニシン納を添加したカゼインヨiら本飼料を投与したマスノスケ（WooDALL，  

ど∠〟／リ1964）やカタクチイワシ油およびイカナゴ油な投与したコイ（′馴輝ら，1981）にも，セPイ   
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ド沈潜が認められている。その他，イワシ油な投与したニワトリのヒナにほ顕潜なセロイド症が起  

こることが知られている（MIUlミA，どよ〟∠リ1966）。セロイドはビタミソEなどの抗酸化剤欠乏状態で  

体内の不飽和脂肪酸が鉦軌酸化してつくられると言われている（PEASE，1968；平井，i97う）。以上  

のようなセPイドにl消する知見から，今‡亘‡のエジマスに発生したセPイド症も投与した配合飼料車  

の油分の変放を誘因としていると考えられる。つまり，飼料の保蔵や投与前の管動こついて，保冷  

裳俊のない作業小足では変にほ高温のため中の飼料が当然変放するであろう。また臓近の配合飼料  

の問題点として，原料の北洋ミールの品質低下およびブラウンミールの混入などがあげられている。  

こうした魚粉中の約分は，飼料の保管が惑い状況では変放するのが当然であり，飼料中のどタミソE  

が消潰するため，魚がビタミンEの欠乏をきたすことも充分考えられる。配合飼料の晶茸低下とい  

う現状では，本件と河様の新教が起こりやすくなっていると貰えるので，魚への授与に際してビタ  

ミソEを含めて総合ビタミソ剤の添加ほ，必安不可欠と貰えよう。   

また，本研究に用いたニジマスと岡群の柄飽からIPNウィルスが分郎されている。このことか  

ら，勇重義牲疾患のため潜伏していたウィルスがある程度テ創生化して検出されたと類推する。サケ，  

マスの養殖の現状ではウィルス感染が盈賓祝されているが，今後はウィルスの検討と称呼に東鶉瀾  

肇についても検案されることが必要と言えよう。  
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Explanation of PliltCI  

Fi臥1．1．ateralwlliむe musctりature．Mos仁 Uf the】muSCle fibers exll抽it 暮11il（latl●Oi）11y．Son－e  

fibers＝－del・go eXぬ－Sive atユ■Ol）hy and necrosis、Viとl－il－tl－e atrO】）圭一ic fibers・H－E stain，  

×80  

Fig．2．A（letailof tile White n用SCuユatul・e．ExtreIllely atrol）hied a11（iIleCrOtiズed fibers al◆e  

SCattere（lwit壬1i11t壬1e atrOl）hic fibers．王i－Ⅰ三staiIl，×160  

Fi臥 3．1Jateraire（l王11uSCuIattlre．Most of t蔓1e王11tlSCle fiヒers tln（‡ergo ex仁renle atI’OI）lly．H★E  

Stain，×200  

Fi臥 4．Liver．AllllePatOCyteS eXllibit a ceroid dcJ303ition．Ceroid stained blackis deposited  

as snlall（ll■01）1ets witIli11抽e celis．Sudan B‡aclくB stain，×160  

Fig．5．A detailof theliver．Hepatocytes with moderate deド03ition of ceroミ（ldo not so  

extensively tmde柑O any nuClear changes．He13atOCyte3 With anintensive depo3ition  

Of ceroid are occupie（ll）y aiarge a1110unt Of ceroid an（lexllibitIlし1Clear（legeneI’ation・  

Ceroid witllinllel〕atOCyteSisJ】OSitive witllSudan Blaclく B，Al（iellyde FucllSin an（1  

BasicFuc‡1Sin，Wealく1yJ）OSitivewith PAS an（lSchImOrl，an（lacid－raSt With ZieトNielsen．  

Sudan BlaclくB stain，×320   
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Explanation of PlateII  

Fi臥1．SI）1een．Granもl】es of ceroid an（1川叫）rOtein are（王e王〕OS；te（王 Witllin sl）1eI10CyteS．T】1ey  

arel）OSitive witllAl（ミehyde Fuc‡1Sin．王n tlle S】）lenoc〉′teS，llemOSi（1eri】l（iei〕OSitionis  

aiso extensive． Aldeh〉rde‡γucllSin sLain，×う20  

Fi臥 2．Ki（lney．Ⅰくenaltub吊es do not exilibit any re王¶arlくable cllangeS．MacropIlageS  

l）11agOCytizlng CeI・Oid all（lliド0】〕r（火ein，iIICl・eaSe（iirlntl111lユerS mariくed】y w毒tllin t王1e  

henlatOl〕Oietic ti§Sue． Sしl（Ian BI；lCl仁B stain，×i60  

Fi臥 3．Gil】．Cel・oi〔ト1ade11maCrOl）ilageS migl・ateinto thela111ella cal）i11aries an（1fila111ental  

epitlleli乱Stl（lan Black‡う sta壬n，×200  

Fi凱 4．Heart．L毎oproteinis del〕OSited as gra】川1es wiと11inと11e Car（lia＝11tlSClefibeI・S．Arfected  

fiヒers ex主1ibiと1）artialvacuoli2atio11．Lil〕OPrOteinisl）OSitive with AlくIelly（leIrucllSiIl，  

WealくIy】JOSitive wi＝－Stldanlきl…lClく1う，PAS and Ziel－Nielse11an（lnegative w川1Basic  

FしiChsiIlaIld SdlImOrl．A】deh）r（！eIγuch＄in stain，×320  

Fi臥 5．Pyloric caecum．Gま・anuies oflilこOprOtein al・e（iei〕OSite（lw摘1in tlle SnlOO抽lⅥしISCie  

fibers・This kind of symptomisobservedin the stomack and theintestille．Aldehyde  

壬ru（：靂ISi】1射aれ ×200   
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